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1．はじめに

近年、Well-beingという人間の心の豊かさに関する概

念が注目されている。直訳すると「幸福」などと訳され

るが、世界保健機関（WHO）の憲章（日本WHO協会，

2019）では「肉体的、精神的、社会的、全てにおいて満

たされた状態にあること」と定義されている。「well=よ

い」と「being=状態、あり方」が組み合わされた言葉で

あり、「よい状態」と進行形であることからも瞬間的な

幸福ではなく持続的に幸福であることを意味している。 

OECD（経済協力開発機構）がプロジェクトしている、

ラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030では「社会

のウェル・ビーイングは共通の『目的地』」である（OECD，

2019）と提唱しており、また、2015 年国連で採択され

た「SDGs：2030年までの持続可能な開発目標」（2015

年9月15日）においてもWell-beingは重要な達成目標

のひとつとして挙げられている。さらに、次期教育振興

基本計画諮問（2022年2月7日）の概要においても「ウ

ェル・ビーイングが実現されるように、制度等の在り方

を考えていく必要」があるとし、「これは幼児教育から

高等教育まで一貫して追求しなければならない目標」で

あると述べられており、より良い社会を目指していくた

めに、公教育においてWell-beingを実現していくための

取り組みを行う必要があるといえよう。 

しかし、現在の体育授業について梅澤ら（2020）は『目

標－達成－評価』型のカリキュラムが蔓延しており、で

きる子は楽しく、できない子は落ちこぼれたと感じやす

い傾向にあることを指摘している。運動有能感が低い児

童は体育授業への苦手意識を形成していく可能性が高い

（上家ら，2014）ことからも現在の体育授業ではWell-

being をつくりにくい様子が推察される。また、ユネス

コ（国際連合教育科学文化機関）が掲げる「良質の体育」

（2015）の中核には「インクルージョン（包摂）」が挙

げられており、現行の学習指導要領体育編においても「共

生の視点を重視した授業改善」というキーワードが付さ

れた。以上のことから、現在の体育授業では福祉的な部

分、即ちインクルーシブな視点が欠かせないと考えられ

る。 

そこで本研究の目的は、小学校体育科における運動弱

者に対する合理的配慮を踏まえた授業実践が子どもたち

の Well-being にどのような変容を及ぼすのかを検討す

ることとする。 

2．研究方法 

本研究では、Well-beingをつくりあうためにPERMA

理論（注１）を参考にし、公立Ａ小学校5年生B組（30名）

を対象としてバスケットボール（ゴール型）の授業実践

を行った。指導者ＣはＤ大学教職大学院2年次の大学院

生である。授業実施時期は 2022年 11月 8日～12月 5

日（全 5 時間）で活動場所はＡ小学校体育館であった。

調査方法は、児童にアンケート（体育授業に対する意識

調査、運動有能感テスト、Well-beingテスト、自由記述）

を行い単元前後での心理的変容をみた。また、エピソー

ド記述に使用するため iPad 8 台とビデオカメラ 2 台を

使用し、撮影・記録をした。 

（注１）PERMA 理論（Martin Seligman）とは、ポジティブ感情（Positive 

emotions）であること、何かに没頭(Engagement)していること、周囲と良

い関係性(Relationships)をもつこと、意義(Meaning)を感じること、達成

（Accomplishment）の感覚をもつことのこれら５つをバランス良く満たす

ことがWell-beingの実現に必要だとする理論である（渡邊ら，2020）。 

3．分析方法 

単元前後に行った体育授業に対する意識調査、運動有

能感テスト、Well-beingテストから得られた結果は総合

得点、因子の合計点、質問項目ごとに t検定で平均値の

分析を行った。自由記述はデータをテキストマイニング

化し、テキストマイニングのソフトの KH Coder-200e-

f（樋口、2004）の共起ネットワーク分析を行った。また

エピソード記述分析においては、PERMAの因子に着目

し、「ポジティブ感情、没頭、周囲との良い関係性、意
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義、達成、が表出している場面」という点に着目してエ

ピソードを抽出した。 記述内容及び考察した分析結果に

おいては、体育科教育学を専門とする大学教授１名、大

学院生２名の計３名によって分析し、３名の意見が異な

るところは、意見が一致するまで 検討を繰り返すことで、

信頼性を確保した。 

４．結果と考察 

本研究では、小学校体育科における合理的配慮を踏ま

えた授業実践が子ども達の Well-being にどのような変

容を及ぼすのかを検討することを目的とした。実践研究

からは Well-being につながったとされる以下２つの要

因が考えられた。 

①安全・安心の保障 ②仲間との関わり 

 調査対象学級全体における「PERMA」の総合得点は

有意差が見られなかったが、「達成」因子の中の「あな

たは自分自身の目標達成に向かっていると感じる時間は

どのくらいですか」という項目が５％水準で有意に向上

し、「あなたは自分が立てた大切な目標をどのくらい達

成できますか」という項目においては有意な向上傾向が

見られた。また、「単元についての好感度」（図１）の

総合得点は５％水準で有意に向上していた。一方、それ

以外の因子においては統計的に有意な向上は認められな

かった。 

図１ 単元（バスケットボール）についての好感度 

以上の量的分析においては、児童のWell-beingが向上

したとは言い切れない結果となったが、バスケットボー

ルについての好感度が上がったことや、自由記述及びエ

ピソード記述分析からPERMA理論のポジティブ感情、

没頭、他者とのよい関係、達成の因子に良い影響を与え

ていることが考察された。さらに、単元の最終回に行っ

たバスケットボール授業全体への感想を問うアンケート

からは「最初は苦手だったけど…」「バスケはあまり得

意じゃなかったけど…」と感じていた運動弱者の子ども

たちが「楽しかった」「嬉しかった」「もっとやりたい」

とポジティブな感情を抱いていたことが明らかになった。

このように運動に対して苦手意識を感じている子どもた

ちの「PERMA」の変容が見られたことについては本実

践研究最大の意味があったといえるだろう。 

梅澤（2022）は良質の体育と Well-being について、

「その中核は Inclusive（包摂）であり、格差の低水準児

童への配慮は不可避」と述べている。本実践研究では、

エピソード記述より運動有能感が低い児童やバスケに対

して苦手意識をもっている児童が積極的にゲームに参加

し、仲間と楽しみながら活動している様子が見られた。

また、全ての子ども達が学習に参加できるような授業デ

ザインは格差の低水準児に対しても運動の楽しさを味わ

わせ、パスやシュートなど技能面においても没頭や成功

体験を経験させる機会を数多く与えていたと考えられる。 

渡邊ら（2020）は、「ある人のウェル・ビーイングを

満たすことは、別の人のウェル・ビーイングを損なう可

能性がある」と指摘している。また、「『わたしたちの』

ウェル・ビーイングとは『競争』するものではなく、『共

創』するもの」と論じている。即ち、人生の基盤をつく

る小学生段階において Well-being をつくりあう学びは

極めて重要であると考えられる。しかし、渡邊ら（2020）

が論じたようにそれは自らの幸福感だけを追求するもの

ではない。全ての人が幸せに生きていけるよう「わたし

たち」でつくりあう、そのような感性を養う実践を今後

も続けていく。 

５．おわりに 

小学校体育科における運動弱者に対する合理的配慮を

踏まえた授業実践から、子ども達のWell-beingにつなが

ったとされる要因を得られたことは本研究の成果である。 

しかし、本研究ではWell-beingテストにおいて有意な

向上結果が得られず、また対象は 1 学級だけであった。

従って、本研究で得られた成果が汎用性のあるものなの

かを検討する必要があるといえよう。 

OECDが「社会のウェル・ビーイングは共通の『目的

地』である」と提唱している通り、すべての人の「幸せ」

をつくりあう第一歩として、体育において全ての子ども

達が仲間と楽しく関わり合いながら運動に没頭できる授

業を今後も継続的に実践していくことを課題とする。 
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